
第第
用 ４５
歳すに 条条
出る教係

平 予こ育る 地地

成 算と費予 方方

十 のがの算 千 自自

三 円 治治 流で各額

年 と 法法 用き項に

四 ）るに過

北 海

２３ 間限

２第第
額時

条条 歳債及地度一

歳負限債、借

入務び方

方方 出担度）起入

地地

はの）

自自 予行額債金

法法 の）、方

治治 算為
款法

道 公 報

平で平１

り第
入

成あ平成歳条

る成

年歳歳 年。
１４北予歳

第年度出入

道）予

回月海算出

北
海日平一算

号外第

〇 〇
平 平
成 成
十 十
三 三
年 年 公
度 度
北 北
海 海

号

第定第

月 場計不 め十 合上足 る条三

第 。 条はしを

日

項 ３次給じ ２ の、た生

だ ２と、場 た 第の料た

し 項お職合

金

の 規

と手お 書 のり員に

曜

定
め等る 定規

定当け

日

第第

る及同 に

項第、

の２利

分債及 の第 区表率 条条

び負償 定項 及務び 規１

該行の よ規

当担還 にの

分」法 債に

区為方 り定

とよ、 をり

ごには 務よ

のる 負起

会総

道成般の

議

算、

定度予は

会年計額

で道、入

会海は歳

例北
定そ

決般に出

議一次歳

た予るぞ

経計めれ

を会

平算とれ

道 道 表 目
補 予公
正 算
予 の
算 要
の 領
要
領

次

り

共款 るよ
。び一 よに

借の 出

時費で 歳

一済内
ら の 金金れ 算 入賃こ 予

入る経 項 借係の 各 のに
各 費 の

済の 経 れ共費 の

金。第 担こ

を項 の 最

費

行と

は表 るこ

額３ すす
方 為が

、地

るる

１」 すき

第債 をで

入る と方

歳よ こ地

表に

予き起

出での

歳。 が債

算る債

成こ
ろ

年に

度よ

北北る

海海。

のと 算事円 予知千 道道

、。 はる 領め 要堀定

表

財 財
政 政 発行
課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

の を

く間 額 額

除の 金 高
４５６７

、流）流

は。
金 方安 方担 通

地地交分

」事の

例交策

及 対 特全

。
る期、

よ的 、

に項目

達

譲

費
消方

方
地地

２３

お
と也

の
次 ） ）

電話

ペ
一 ー
九 一 ジ 印刷

款
道

１

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

付負 別 交特び

用表
１
第

１１

金税金金

付担 付交

清
税

方安 方

通

地地交

１ １１２３

金税

算

与
方油 方空

核旧地地石航

法

５６７８９
動 ル

道ゴ自鉱狩自軽入 地不

１２３４

税

た油 猟

特全

歳
入

歳

方動

歳道事

付交 付別 交

特

例交策
対

金税金
付

一

路ス

費燃 に
燃道ガ 消機

与 る

清譲 料譲譲

よ税料

動

税税金税税税

算与 与

登取

ば場区引猟

者車

フ

税税税

用録得 こ取

利車

業消 入項産
税税税税税

出

金

税税税税
得 費

取

民

算
予

単
位
千
円
）額



１
会

歳款

道議

北 海

収
諸

道 公 報

附入越

寄繰繰

号外第

９

収

支

産

庫
国財

号

用
使

８

平
成料
十及
三

び 年
四

６

入

項

合
道歳

１
債入費

貸受収雑

１１２３４５

金 、付 金託益

滞

繰延預

２１１２

金金金

事事 加

金 産産別

財財寄特基

１ ３１２３

金入

出

運売

会

庫庫

使手証国国委

１２

手

紙

月

数 十
三料

日

分負
１２

金

曜

日

金

債
計

出
単
位

び収

及利

業業 金

越金 算

金料子入入入入

過

収収 入 収収入
繰

用払

附計繰

入入金金金 金金

担助

収

用数負補託

料料入金 金金
担担

千
円
）額

福
健

保
５

生
境

環
４

企
合

総
３

１２３

費
祉

務
総

２

７８９
通健民

生青女交保国地

３４５６

費
活

活性域 少

交環環環廃自文

６１２ ５

費
画

通境境然化 棄 境

１２３４

事合造

人監総構政地経

３４５６７８９

査域済

幌

国徴学防領会札選

２
務

議総

１１
費

際事計
土

振対全祉康医

年

安福健
理険 策 興策療

対管保

対

物

生

費費費費費費費

策

境興

管

対

企活政保環振

費費費費費

理策 画策全

画革策振企

委

企改

費費

理進 会員興画

管推

員
委 挙

復医

費費費費費費費

理
対大

交税宗災帰管科

費費費費費費

策学

流務

費費
理

会管
費費

二



平
成
十
三
年
四

北 海

政
農

７

道 公 報 号外第

済
経

６

号

月
十
三
日

農農流

３４５６７８９

農土農構

金

地業業

曜

改改

業造村農通

日

１２

費

村

９

働 業鉱

観企石工労農農

６７８

試委

立業 炭政地

経貿雇労職

１２３４５

業営用政

易業 源
経資産

費

ネ

経能 エ 済

８９

害

齢害

地高介障児保災

５６７

保保

者者 域護童

整対

健域品

保地食薬

４

事策

指普備

経良良改計
費費費費

業 導及

済善画

費費費

整 調 推

員 験

光地対管調

費費費費費

査 進会 策理

費費

交開

ル
管振金済対福力

費

ー流発

理興融策祉 ギ
費費費費費費費

助 福福

健健

福保家護救

費費費費費

祉祉

祉険庭

費費 費費費

防健生

予保衛務

費

察
警

設
建

９

林
産

水
８

１２３

費

９

察 園通 ち
公ま営警警交 都

１２３４５６７８

察 築市

路
建道河空砂建住

費
設港防

８９

林

産産

木森林森治水林

３４５６７

費
務

材林業

産
水企水栽漁漁資

１２
画産培港業源

安 づ 産農業業

農酪農農

推施

水り
繕管活全

く 下
費費費費費

進設 道理動

費

三

ょ
管り川港海指宅環

橋

費費費費

う
理湾岸導境

整山
試試

業業

費費費費

画興備研研
験験

振計振

費費費費費費費
究究

興 理

管
務調経振漁管管

林

費費費費

理
整営興村理 産画験

園畜企試

費費費 費費費費

芸



成証

平担冬為勤す平保
料

成行野労る

為菜者債
対負度補

年契に務年の
小に

道出す担中給

度約

員促保為企関

職荷る行

宿進証業す

舎事融第振る

北 海

歳

表
２

第事

道 公 報

出

債備

支

公諸予

号外第

復
害

災

号

教
平
成
十
三育

年
四

に次資務

の業資５興債
融担

借関伴分金負

賃に

為

関る損資行

にすう）
償に

る務補証

す債失保

負行関う

務担に伴

債負

債

出

平平平平平平平平

合
予務

１

金費

）期

担１
の

負そ項

土公繰諸

２３１１２

費 費
旧

施設
業施 林

木 産
水 社保農

３４５６７８１

殊校会健開
地

中高特学

施

学発 等
月
十
三費

日

教小
１２

金

曜

学
育

日

成成成成成成成成
度度

年年年年年年年年

かまかま

度度度度度度

らでらでらで

かまかま

らで

限

費

間

為

計 備行

単度 位

旧
復復 害

害 災
設災債出

費費費金費

旧

育害 校

災

学学教教体設

費費費費
旧

復 校校育育

費費費 費費
務

校
総

成係

平通平融平の平に
る

成に成通成融
通 に 伴

度費

年う年伴年に年道

土う食補

度道度う度伴

費土道

・に

世補地費地道料助

紀助改補改費

千
円
）額

成助

平業平補平う平補
に

成に成給成道
費 に 関

度す

年す年関年補年関

農に自る

度る度す度助

業債業関作債

農債農る

保負近務経す農務

地務

係融

成にう為

平得行行
す

石海対

度北に

年る資

湾土る

狩道

関
成に
平得

湾負
狩務
石債
度る
年す

平す
称債

成仮る
行

北備担

度設負

年）務

助良補環関

道与為

海貸

関負に負助境す

農に良

債

フす担関担に基る

業

す緊務

ロる金す金関盤

債還る急負

ン債償る償

負平務特債確担

テ務還

為

ア担準負別務立行

ィ

策担策

資行化担対負対

の金為資行事

金為資行

負営る維負
融の金為業

行化担基債持担

有担代

為

理為資行盤務資行

合

の化担の

化金為強負金

通金為通

進融資行融

促

う

利損伴融伴

にのに

事

費

補補利に道

子失う通

港開務

新地債

給償子伴

関

港社に

域公証

地発保
機債

地融る

用金す

湾に
取が担

行等負

先関務

の

用
湾

港
域
地為
港行
新担

に
小業
中事

取
行

先
の
地 失
支損

合る
総す
業対
企

平

ー関
タに

ン償
セ補
援

成成成

平平平平平平平

成成成成成

度度

年年年年年年年年

かまかま

度度度度度度

らでらでらで

かまかま

平平平平平平平平
らで

成成成成成成成成

平平
成成
年年年年年年年年年年

度度度度度度度度度度

かまかまかまかまかま

らでらでらでらでらで

成成
平平

つの

らで
かま
度度

年年

入い国よに年合

北行借

海う

資て庫る係複計

理金債用る利額 千 道管

成成
平平

土

つの

らで
かま
度度

年年

入い国よに年合

北行借

海う

資て庫る係複計

理金債用る利額 千 道管

成成
平平

土

らで
かま

度度
年年

四

内 以 地費に務地限以 円

先利の 内 開に係負の度

い利行行率額

発つる担
に得半

社て子為取の

公

地費に務地限以 円

がに

の 内 開に係負の度内 以

行行率額

発つる担先利
半

社て子為取の

公い利

がにに得



道行道務

道負町担道債
見担

音行ま為岩負

道担
調為き

平 津ば沢行

成 陣通石為

十 屋線狩

三 線ト線

年 トン橋

四 ンネり

北 海

線
得

新
張

夕為
道行

道担
ネ

ン
ト

道 公 報

伴成行行

業平に平が担
う為

に成
う 係
道度費度資

る年道年融

補産助海対

費水補北に

に工関土る

助加に道す

関経す地債

号外第

成

平請平補平う平に平

成負成給成利成伴
う 子 に に

度

年関年関年補年利年
補漁

度す度す度給度子
国給業

建る漁る漁に外
す漁に担

設債業債業関
営る船関い

に務近務経
担維債被す手

係負代負

る担化

号

業

成助成事

平補平策

に
畜る

度す度係

年関年に

振務環費

産債産道

畜る
総担保助

興負境補

月 ネルょ

十 ル工う

三 工事架

日

に

関す事

に関工

事に換

る債関

する

金

務負る

債務す

曜

日

に
事

工
ル

平平平平平平

開務

平平
負

務
債

る
す

関

公証

る改債発保

す営る
に関

務促負社に

債善務
融る

担資行金す

負進担
融関務

為の機債

行金為

る活
平平平平平

通等負

対債性

根行資行持務害
担策務化

釧為金為安負

業融資行特負資

農の定

資行融

試通金為別担金
助

場伴融金為通

験にの

事

工利に融成

のう通の

平平平平平平

事子伴通

為施関

合行全に
平平平

業備債

事整る

策設す

対

行

る緊担

係別負

に特務

成

平平平平

費対為

道急

成成成成成

度度度度

年年年年年年
らで

かまかまかま

度度

成成
らでらで

つの
らで

かま
度度

年年

計

年入い国よに年合

借

る利額

６資て庫る係複

以に務地限以

％金債用

成成成成

内係負の度内

成
度度度度度

年年年年年

でらでらで

まかまかま

得に

北行費い取分

海う及て

、係 道用び

調る 土地調

査経 地取査

測費

成成成成成成成

開得測

成成

度

年年年年年年年年年
まか

度度度度度度度度
らでら

かまかまかまか

成成成成
らでらでらで

かま

度度度度

年年年年

らでらで

かま

成に

平債平舎平担平負
関

成務成の成行
為 工 負

度度る

年担年事年年す

為建負教建債

度行度請
員に負

番設に職設務

交
、に関

のる担先利の

額利行行率額

子為取の

にに得半

成担

担平担平平負平負
行

行成行成成担
行 為 為
度度度度

年年年為年為

下職

市園疎察

都公過警

つ 円 発費量量に 千

計事

公、費及 以 社補にびい 内 が償つ処て

成す成

平関平
る

営

建負公

度務度

年債年

に行住

設担

成行為

平消鷲竹平が行
う

成防別浦

車海海

侵侵度資

年の岸岸年融
海伴

空入食食北に

度購
施関策策道う

港に対対

改

天負川

道務市

道債余

瑛事

美為工

峡行修

人担

る行

駐係す宿係担

線に

所北債の高為

在るる舎

舎道負入学

庁海務購等

賃察行関校

の警担に校
工

に部るの

借本為す舎

庁負請

す似務事

関琴債

舎

街に道宿

画業水員

る

る事賃

事す行の

路関代

関

関務にに

に債業借

業

行るる

る担すす

す負関

為宅

負務務

務為債債

債

に

住業

営事

公備

る整

係

務

請債

事る

工す

の関

宅

失

設す工工住損

に負

負

債にに供補

設る事事宅

す公に

整務関関給償

備

す

事担るる社関

備負す
為務務金る

業行債債に

担担機務

係負負融債

に

為為等担

化行行関負

る

務

う債

ょる

りす

橋関

学

関
に為

事行

工担

換負

架

平平平平平平平平

る
す

成成成成成成成成
度度

年年年年年年年年

かまかま

度度度度度度

らでらでらで

かまかま

らで

五

成

平平平平平平平平平

成成成成成成成成
度

年年年年年年年年年
かま

度度度度度度度度
でらで

まかまかまかま

成

平平平
でらでらでら

成成
ら

かまか

度度度

年年年

い年合

宅て借つの
らで

入 の

計 資て 建

額 金

成成

平平平平平平平

設

成成成成成
度度度

年年年年年年年

かまかまかま

度度度度

宅

北建住

らでらでらで

平平

住るび

道す及

海設

成成成成

平平
かま

度度度度

年年年年

らでらで

かま

％ に以 事

係 業千内 費る 円の に利 以額 つ子 内 いに

給特り

供共取

宅公買

公定公

社分営

が譲住



セてづ

病べち

難整すま
進

タに推 備人り ン

のく

費い費
し業 施

さ事 ーや

設

北 海

施貸

祉金

福資

会害

社災

費費

備業

整事

設付

道 公 報

ど幌

対自み特野地消振

環対生 り森区興

然別費

策境環策公整対 活

の林

づ休備策 同

対事 境園協

費園費合費

く養組 策業

費費り

号外第

会庁

起議本庁支石対石

庁東西 債庁構舎庁狩狩

の改整舎策 部部 等 舎内
設事域域 建 築備整広広

道費道

計業水水 設 備 目
的費費費費

号

表
３

第
平
成
十
三
年
四

る
よ

に
れ

入

券る庫

総省の知債よ国

の入のの。か

務そ借事
め行の

、他れ定発ら

省
財か又

かに

券る庫れ

債よ国入

限

行のる

発らよ

の。

度
額

債務そ借事

起総省の知

方

、他れ定 の省の入の

財か又め

月
十
三
日

地

金

曜方

日

。

内内

以以

％％

じが

定よ応と

のににこ

分た繰き

る。てで

める

務らはるに借
割だ上る

内
以

％

し償据内利定だ上る

、還置に均めし償。年
内

必す期お等る、還以

るに

要る間い償方必す
にこお

にこをて還法要

３

に借。

応と含、又に

内内

以以以以

％％％％

内内
。置に等

だ上る据内均

間い還

、還期お償

し償

含、よ

要るをてに

必す

法務らはる
にこ

利

以以以以

％％％％％％

率内内内内内内

以以

る

置に均め

償据内利定
還法

間い償方

還期お等

債

含、又に のをて

す

の、還

払し償。

位
単

直道道積市

法要る

方必

新寒村

別轄路路雪町

特

整

策路持設冷道

対道維

はよ応とい

事事管改対

年知るじがて

じがめ半

てで

国

繰き年賦事。てで、
臨

。
上る以元のた繰き

備 時
漁臨整林林事治直

整治 特道山 漁 港轄 道時

業事山 海備山 別 海港治

保保事 策特施 岸 岸対事

とめ年る

全事業業 別設

で年元た

じが７賦。

応

農畜水直

繰き以金だ

て

産 道 村轄 業産

農農農特
対験験基 等 総漁 試試 別

整策盤修 場場 整 合港 道
整事設設整 備築 備施施

方

め半はよ

整整 事事 事

年知る
農

法以元のた

年賦事。

轄 援

技整職支整直土農
防 専地 土 セ 業地地 術用

改良災 タ 門造 能地 ン改
事 事事 良 力 学成 ー 備備

院
炭 的

知整産
）
円
千

仮事

備

祉

振 福
者備域

害地

障

費費費費費

業業理良策

費

の。

借事券る

の知債よ

費備

施業対整 全業

入の

費設費費策費費

業 業業備

省の
務そ
総省

費備費費費費費

備備 業
費 費費費

称業 施業 業業 開

設費発）費費 設費費

施興

はるに

又め行

れ定発
以以以以以

％％％％％

内内内内内

、還

めし償。

定だ上る

務ら
財か
、他

方必す

る

以以以

％％％％％％％

内内内内内内

以以以以

期お等

置に均

据内利

内

間い償

以以以

％％％％％％％

内内内内内内

以以以以

内

以以以以

％％％％％％

内内内内内内

以以

内内

以以

％％

六

が

よ応と

ににこ

法要る て還
た繰き

。てで

るじ 年知

め半は

含、又

を
以元の

年賦事



街対

路時別

街臨特

平 事策成 路十

業

事

三 業 整年
四 費備費

北 海

時
臨特寒改公臨特土資

区 住 海別営別金 時地 地

保地画 宅 岸対住対貸 土

市区整 全策都築宅策付
業 設研画理 施事建事事

費合費

整究整組 業設業

備費所費費理

道 公 報

時 湾
港直砂臨特災直海

関海保 砂 海
轄別害轄岸

防防策連岸全 防 岸砂対

事設 事事事事事 全施 保

費費費

業整 業業業業業

費費費備費

号外第

ど
み特直河臨特ダ直空

空

川ム港 り時 別轄別轄

策建港整 道河 の対河対

川事事事整 川 ・策川改

く業業業備 整 づ良設備

り費費費備費費費費

号

対対

時域 別別

臨特地特

整整
事事 路路

策策

道道

備費備費

業業

月
十
三
日

金

曜

日 のる
らよ

かに
庫れ

国入

内内
以以

％％

、還

均し償。

金だ上る

ににこ

還要る

償必す

等

借。

内内

以以以以

％％％％

内内

をて
間い
期お
置に
据内

含、

以以以

％％％％％％％

内内内内内内

以以以以

内

以以以

％％％％％％％

内内内内内内

以以以以

内

が

よ応と

内内

以以

％％

め半
た繰き

。てで

るじ

政
財

時
臨

以元
年賦
８年

減

災等
税 木民

土借住

対

耕漁林治

て

復補
税 害換

港道山 報 等殊
高特情整

校校災災災災 処 学学

地

設教 施施備害害害害 理

警交
整整育復復復復 設

施
全 水施

市安
察通

都下

債
策

園整

道整設

公設

費債債
ん 旧

借事券る

総省の知債よ

旧旧

省の入のの。

務そ

費費費費費

備備設旧旧

費費備 費費費費
備 備

行に

し借る金てのを後

利直っお

方り政に、見

資い率したい

式入府つ

でれ

七

利 のを後て該後率
の 見行には見）％た率
し直

直っお、直以だ見

定発

、

したい当し利内

るに

財か又め行

、他れ

利し借る金て

務らは

％％％た率方り政に、

以以以だ見式入府つ利

内内内し直でれ資い率

、

し償。

据内利定だ上る

期お等る、還

置に均め

間い償方必す

以以以

％％％％％％％

内内内内内内

以以以以

内 内内

以以以以

％％％％

にこ

をて還法要る

内内

め半はよ応と

含、又に

年知るじが

のた繰き

年賦事。てで

以元



収

産
財繰繰諸

３４５６

収

入越

北 海

支

及 款
料庫

用
使国

１２

び

道 公 報

１

第第第

３ ２限

表 条 条 地度一

方額時
地 地 債、借

自 自債金千 方 方 ）起入

定 法 法方と 治 治の）円

法

号外第

平１

合第２

入入

成歳条歳
歳予

度出入出

年歳歳歳

）予の

平海算出算

北予
札算款

成道

計

号

平
成
十
三
年
四

財一繰

１１１

入金金入

１

料金

数

出 手

売

会

産般

め 第

項

庫

歳使手国

１２

、第
る 利。

項３ び １の 及 第条 率 条

項 の入 規２ 還 の第 償歳

定

は よ規

法歳 にの 方 定

に 起
、出 り

度医総の

年幌の項

北科額区

海大は分

道学、及

札医歳び

幌学入当
そ分

科附出区

医部歳該

医院ぞと

学病れご

大属
学特れの

月
十
三
日

金

曜

日

入

入金金

入 収

繰

払

計越

金

料料金
助

用数補

単

算 こ
２る す

第予 よ こ

位

債 で借 方 が

時 地 と

一 表

借 よ 地の に る金 」 き入
最

起の

のれ 。 債入 る 方

金

債

部別

額 附会

は 属計

、 率病予 ）院算
別、円１

特は千第
め入

計に定歳

会次と表
予

る。出

算める歳

予定

直の

は見
て該後

こ算

と

当し利

、

平１
第

入
成歳条

出

北予歳

度出入

年歳歳

海算

千
円
）額

債医属 表

幌 ２
第起札附

の高

目医院
学

の大病
科

諸

１２３

、、

的は

目額 にに

ろ」

院債

歳 支

病公

歳款

道
７

。。

るる

よよ

平管総

債の

公算

道）予

特は 成理額

別、

海予歳 北計入 度会歳 年
公 券るはそ 道 債よ算出

限
的部費

学

債 の。、れ

度

地額
債務そ借事

起総省の知

費金出

出

の 方省の入の

合

病病公繰

１２１１

費

合

雑道歳

４１
債入

院院 、
金託

滞
延預受

１２３

理 行にれ 管 発次ぞ

に定 特め 別る 会と 計こ
る定

よと

に円 算ろ千 予

還る

し償。。め

だ上る

め 方
、他れ定

必す。

、

債

法務らはる

財か又

利

め

償据内利定

率内
以
％

償方

還期お等る

置に均

金

理業

計 管事債出

間い

金

金

入債
計

出項

費費費

過

収 び
及利

業 金
算

事 加
料子入

八

てで
じが
応と

にこ
要る

繰き

含、又に の 単をて還法

年知る 方
め半はよ

位
千
法以元のた

円年賦事。

）

位
単

千
円
）額



１

第第

３

表 条 一
時

平 千 地 借

成 円 方 入

十 と 自 金

三 定 治 ）

年 め 法四

北 海

２ 平１限

第２第

入方額
条 成歳条歳地度

入

出）起
地 年歳歳歳債、

自 北予歳予債
方 度出入

予の方 平治 海算出算の

小算款法 成法 道）

道 公 報

債
款歳

公
１

号外第

収

入

款歳 産
財繰

１２

号

算
予

出
歳

入
歳表

１

２第

第る 款
の

月 。十
三 条

日

項入歳 ２
第歳

３
の

金

規

歳 の

曜

出 定

日

第

に

児の項、 年総総の利

分及 第 北合額区率 条 度

項 道健、及び １ 海保は

ン入当還 の 小セ歳び償

区方 定 総タ歳該の 規 児

よ 保事そ分法 に 合ー出

特ぞと、 り 健業れごは

別れの起 セ

金入

項

合

歳公
１

費出

ン

会

産般
合

歳財一

１１

入

当
び歳

及
分

区
の

項

項運

よ

の
と出

ご
分歳

区
該入

の
金

入
借

時
一算

る

予入 金第 こ

最
の

れ
入

借

会

額２ す タ計

は表 こ ー予

、地 と 事算

方 が 業は

」 き 別円 、第債 で 特千

計定 に表に る 会と 次１

め入る 方 予め 定歳よ 地

と出の 。 る歳。 債 算る

費
計 債 出

ろ算債

こ予起

金
単

入金
入 収

繰

用

計 計 入

位

金
単

、
は算

額
金予

位

高

算
予
出
歳
入
歳
表
１
第

総

２児

第起小事

、
は

額

ン 目
セ
健 の業 保

合
債 表

、

るよ的

よに目

に」の

債

歳 支

公諸

２３
。

。る

千
円
）額

タ

歳款
ン

道セ

５１

千
円
）額

」

入越収

繰繰諸

２３４

及 款
料

用
使

１

。
る
よ
に

限
的ー費
タ

度

地額

の入

債務そ借

起総省の

２１１

費金出

出

の 方省

費
ー

ンン

合

セセ公繰

１ ２

金金入

合
道歳

１
債入

般

手一繰預雑

２１１１

方
、他れ

使
１

料
数

手
び

債

法務らは

財か又

利
率内

以
％

九

期お等

置に均

償据内利

ーー債出

タタ

間い償

還

項

費費費金

理業
管事

計

利

数計越

会金

金

債
計

出

料
用

項

料金金子入

入
繰

金

は

位含、又 の 単をて還
年知 方

め半

千
）法以元の

円年賦事

位
単

千
円
）額

位
単

千
円
）額



歳

道
４

北 海

入越収

款
繰繰諸

１２３

道 公 報

１

第第第

３ ２限

表 条 条度一
額時

円 方 方起入千 地 地、借

定 治 治の）と 自 自債金
法め 法 法方

号外第

平１
第２

入入方

成歳条歳地

度出入出）

年歳歳歳債
の 平海算出算

北予歳予

母算款 成道）予

号

平
成
十
三
年
四

合

貸雑道歳

２３１
債入

一繰預

１１１

金金入

付

、第る 第

項

会金

般

。 利
項３ び １の 及 第条 率 条

の入歳 規２ 還 の第 償歳

は よ規

法歳 にの 方 定項
に 起
、出 り定

子の項
分 北婦額区 度寡総の 年
資歳び 道祉、及 海福は

区 寡貸歳該 子金入当 母
業れご 福事そ分 婦付出

金別れの 資特ぞと 祉
月
十
三
日

金

事券る

知債よ

曜

定発
のの。

日

越

入入債

収

計 金出

め行

金

金金子

入
繰利

計 ２る す
第予入 よ こ

位
単

借 方 が

時 地 と

一 表算 こ
地の に る金 」 き入 債 で

の

のれ 。 債入 る 方借 よ

金

債最

起

会

額 貸計

は 付予

、 事算 業は
会と 次１ 別円 、第 特千

入 予め る定歳 計定 に表
予

と出 。 る歳 算る 。め し償

定だ上

るに

ろ算

こ 法要る

方必す

る、還

め
ににこ

収

歳款

諸
２

千
円
）額

額

の高

款産

表財

１
第１

１

母事第２

、、

的は

目
子平
入入

寡成歳条歳

婦

度出入出 業 福年歳歳歳

海算出算

資北予歳予

祉

。

。る

るよ

よに

に」

金 目

歳

の

費

債 業表
２
第起

き

。てで

るじが

よ応と
祉
款福
婦
寡
子
母

１

た繰

２

入
収

般
合
一歳

１
入入

の

産産 歳
入歳財財

歳１

費成苫算款

貸平道）予

小の項

付

は分

度東額区

年牧総の

北部
海地、及

道域歳び

苫開入当

国入牧出出区

小発歳該

部特れご

庫れ東資そ分

母

額 １地

度

出限
的

かに

金
資

の 婦方

債 寡
子合起

入
借

計 計出項

会

事
付
貸

用払

予入項運売

出

金

金

地別ぞと

金

入入
収収

算

金

のる域会れの

らよ
借。開計

額 発予

は 出算

、

特、千 資は
会に１ と 別次第 円

母定予め歳 め 計定表 定

ると歳 。 子め算る入 る

資法 祉方 福

びとこ出

及

費
業率 事

付
貸利 債 金計

項

還
償

一
〇

金

位
単

千
円
）額

位
単

千
円
）額

よ」

婦ろに算

寡ころ予

法る。よ

祉よるに

福に

。

の。る

位の 単
千方
円
）法

位
単

千
円
）額



道
４

平
成
十 歳

三
年
四

北 海

入越収

款
繰繰諸

１２３

道 公 報

１

第第

３

表 条 一
時

）と 自 金円 方 入千 地 借

め 法
定 治

号外第

２ 平１限

第２第

入方額
条 成歳条歳地度

入

出）起
地 年歳歳歳債、

自 北予歳予債
方 度出入

予の方
治 平海算出算の

中算款法
法 成道）

号

債

歳

公
１

月
十
三 債入

日

雑道歳

３１

金 合

曜

日

繰預貸

１１１２

金金入

。
第る

項

会金
付

般
一

の
項入歳 ２

第歳

３
の

条

第

に

出 定
規

歳

年小の項、

度企総の利

は分及 第 北業額区率 条
償 項 道代、及び １ 海近
小資入当還 の

中化歳び
出区方 定

企金歳該の 規
は よ

近付そ分法 に

業貸
化業ぞと、 り

代事れご

資特れの起

入債
計

出

合
公

１
費出

入

入

収

繰利

計越金

位
単

一算

る

予入 よ

金

金金子

れ
入

借
の

金
入

借
時

金第 こ

位 最

単 の

金別

額２ す 貸会

は表 こ 付計

、地 と 事予

方 が 業算

１」 き 円 特は第債 で 千

地 定 会次表に る と 別、
予定入る 方 め 計に歳よ

る出の 。 算め歳。 債 る

費
計 債

こ算債

と予起

千
円
）

１

第第

３

表 条 一
時

）と 自 金円 方 入千 地 借

額

２ 平１限

第２第

入方額
条 成歳条歳地度

入

出）起
地 年歳歳歳債、

自 北予歳予債
方 度出入

は円
千 額

高

海算出算の

業
債企付

小
起中貸

、）

ろ」の

目化業
代

の近事

。

るる、

よよ的

にに目

歳 支

公諸表
２

２３第

。

債

款近
業
企費
小業
中事

１

。
第る

め 法
定 治 代

の
項入歳 ２

第歳

３
の

条

平法 道）予の方
治

規

歳

業の項、 成第 農算款法

改総の利

分及 第 度良額区率 条 年

項 海金、及び １ 北資は

付入当還 の 道貸歳び償

区方 定 業事歳該の 規 農

よ 良特そ分法 に 改業出

限
的金費

資

資別れごは

度
額

団れ

債小業入

起中事借

繰

１１地

費金出

出

の企

中
１

付
貸
金
資
化

方

合

公

る

予入 よ
に

出 定

業
企

小

金
入

借
時

一算

一 の一

起 金会ぞと、 り

れ
入

借

計れの
金第 こ 貸予

額２ す 付算

は表 こ 事は

、地 と 業、

方 が 特次

」 き 会円 に第債 で 別千

予定 め表に る 計と 定１

と入る 方 算め る歳よ 地

に

ろ出の 。 こ歳。 債 る

法合のる

総らよ 方
業か

。

利
据内金だ上る

率以内
％

等、還

置に均し償。

償

債出

間い償必す

還期お

金
資

化 項代
近

費金

債

計

額
高

最
の

金

費
業
事

付
貸

」の

よ算債

に予起

、
は

。
る、

よ的

。に目

る

ににこ の 単をて還要る
が 方

め半よ応と

位含、
年るじ 千

元た繰き

円年賦。てで

）法以 額



援
支 債 表

農 ２
第起就事

的付費
貸
目金 歳

資 の業

北 海

業農

農就公諸

１２３４

金金債

資資支 良援

改支

付付出 貸貸

道 公 報

歳款

道
５

号外第

入越収

繰繰諸

２３４

号

国
１

平庫 成
十款
三支
年
四

出限
度

地額

方かに

債庫れ

合起国入

業業

事事

のる 方
らよ の

公繰

１１１１

費費費金

資資

良援

改支

業農

農就

入

項

合

雑道歳

３１
債入

繰預貸

１１１１２

金金

出

会金

庫付

般

国一

月
十
三金

日

金

曜

日

率
利 債

計

法借。 項

間い

還期お
置に

償据内

金債出

位含、 の 単をて

金

業業

事事

付付

貸貸

金

金

入債
計

出

費費費

助収

繰利

補計越金

位
単

金

金金金子入

入

位
単

め貸
付 方 千
円年対

）法以象

款改歳

業
漁
岸費
沿業

１
善 越収

歳

繰諸

２３

千
円
）額

入
款

表繰

１
第１

平１
第２

入入

成歳条歳
歳予

度出入出

年歳歳歳

千

海算出算

北予

円
）額

合

歳沿
１

事出

付
貸
金
資

１１２３

金入入

業
漁

岸

一

歳１
金

付

合

繰預貸雑

成道）予の 平

般 歳
入歳

沿算款

岸の項
分 北業額区 度漁総の 年
資歳び 道善、及 海改は

区 漁貸歳該 岸金入当 沿
業れご 改事そ分 業付出

付
貸
金計

出資 項善
改 善

収
利

計 越金
金

金

費
業
事

計 予入項

会 出

金子入入

の 資特ぞと

金

金
入

繰 算

金 金別れ

会

額 貸計

は 付予

、 事
は 業千 算

会定 次１ 別と 、第 特円
る 特こに定歳 計め に表

る歳 算。 別ろ対め入 予

置よ償と出

措にし

一
二

付

ら農貸

か就の

者の金

の促

位
単

千
円
）額

千
位
単

円
）額

の毎すろ算

法り還こ予

め２。よに

定年るに」

け

。

と国。る

る回るよ

め関

金たに

還の等

償進
年資る

青のす

を



２ 平１
第２第

入入方
条 成歳条歳地

平 地 年歳歳歳債

成 方 度出入出）

十 自 北予歳予

三 治 海算出算

年 法 道）予の

四 有算款

北 海

貸
金

款資歳

善
改

業
林

１
付

道 公 報

越収

歳

繰諸

２３

号外第

出
歳

入
歳表繰

１

２第１

款
の

算入

予款

号

平１
第

入
成歳条

出

北予歳

度出入

年歳歳

第 林算 平道）予

海算

月 林の項

十 平野総の条三

第 成事額区

日 業は分

度別歳び項 年特、及１

海計歳該規

北会入当の
定金

よ

有算そ分に

道予出区

曜

起

野、ぞとり

林はれご

日

林
１

費出

業
事

事次れの

金入入

項資
善

改
業合

歳 一繰預貸雑

１１１２３

分
区金

の
項

会金
付

般

合

分歳

区
該入歳

当
び歳

及

業の 成

項 の
と出

ご

改総

海金、 北資は 度善額 年

出 業事歳 林付入 道貸歳

会ぞ 資別れ 善特そ 改業

金こ 貸計れ 金

業に

額す 特定

はこ 別め

、と 会る

が 計と
算ろ円１き

予こ千第で

入方

よ定歳地

にと表る
起

。出の

。る歳債

るめ

業
事

付
貸
計 金 出

算債

予

金

費

入

収

繰利

計 計越金

位
単

算

額
金予入

金金子入入

、
は

出
歳金

入
歳
表
１
第

算位

予単

予 付算 事は 業
定 会と に 別円 次 特千 、

。 と 算る る 予め め 計定

よ的

に目

」の

よ
に
ろ
こ

債

款
有

道公

１２

。
る、

林

千
円
）額

収

歳

諸道

６７

産

庫
国財繰繰

２３４５

」

支入越

に千

よ円

る）額
及 款

料
用

表使

１
第１

。

第
。
る

３ 限

条 度一
額時
地 、借

の）円 自 債金千 方 起入

有有

歳道道
１２

費費

野

預雑道

１１２１

入債入

２１

金入金金

出

収

合

繰

庫産産般

国財財一

１１

歳
入歳使

歳１
料

数
手

び

る 、第め 法定 法 方と 治

利。
２ 還第 償

３ び

の 及

条 率

項

林林

は規

法の 方項 の

理業
管事

野野 出

一 費費

三

会

金子入債

利

計 越

金

金

収収 助

繰

用払

補計

運売

用 予入項

出

金入入金
入

に

、定

金

料

算

借 方

時 地

一 表
２る

第よ
入 る借 よの に金 」

入 債

れ 。

位
単

千
円
）額

位
単

千
円
）額 、

は
額

高
最

の



び
及 款

金
担

表分

１
第１

北 海

第２第第
３ ２ １限

条 条 条歳地度一

入方額時
起入千 地 地 歳歳債、借

歳予債金円 方 方 入出）

定 治 治 出算の）と 自 自

算款法め 法 法 予の方

道 公 報

平
入

成歳
道）

海算
北予

度出
年歳

公

号外第

の野
林
債 表有 ２

第起道
的費

業
目

歳事

号

諸
３

平
成支 十
三
年

出 四

出
歳

入歳負

歳１
金

担
負

の項、第る 第

項

。 総の利

の は分及 第条 額区率 条

第 歳び償 項３ 、及び １

項 歳該の 規２ 入当還 の

規

そ分法 にの 出区方 定
起

ぞと、 り定

れごは よ

れのに

水
成下

平共
道別

海特
北業

度事
年道

券る共計

の知債よ公会
水算

入のの。下予

借事

限

又め行道は

れ定発

出

度

地額

方省の

債務そ

合起総省
財か 方
、他 の

月
十
三金

日

公繰

１１

金

曜

日

金

金

算

担 予入 金第よ こ

位
単

額２る す

は表 こ一

、地 と時

方 が借
金 １」 き 円入 第債 で 千

借 歳よ 地 定の 表に る と
。歳。 債入 る入る 方 め

、

算債最

予起の

出のれ

別定
特に

業次

はるに事

るろ
算こ
予と
計る
会め

均めし償。に

利定だ上

償方必する

等る、還よ

ら
又ににこ

還法要る。

債

計

法務
利

お
置に

償据内

率内
以

％
間い

還期

位含、 の 単をて

費金

債出

千
円
）額

の共
公 債 表

定 ２
第起特

に目額

」の高

目水 歳

下

１２３

。
る、、

よ的は

と

債

水 款支 下
共

公公諸

。てで

知るじが

はよ応

歳

道
７

のた繰き

事

め半
年 方 千
円年賦

）法以元

入越収

繰繰諸

４５６

道

支

及
料庫

用
使国

２３

出限
的費

度

地額

方省の

債務そ

合起総省

１２

費費金

業
事出

道

の

１
債入

共
公公繰諸

１１

金入

般

合

一雑道歳

３４

一繰延預

１１１１２

金

数

出 手
び

、 庫金 般

滞

国

ら
財か 方

、他

使
１

料金

債

計

法務
利

お
置に

償据内

率内
以

％

道

債出

水 項

下

間い

還期

計出

会

金

費費金費

業
事

算
加 会金

金入債

入
借

計

入び 助

及 繰利
金

補計越 用

金金金料子
過

一料

四

位含、 の 単をて
め半
年 方 千
円年賦

）法以元 額
位

単
千
円
）



繰繰諸

３４５

平
成
十
三 入越収

年
四

北 海

金庫

担

表分国

１
第１２

び

支

及 款

道 公 報

第第
４ ３ 間限

条 条 及地度一

び方額時
地 地 限債、借

額債金千 方 方 度）起入
方と 治 治 はの）円 自 自
法定 法 法 、

号外第

２ 平１
第２第

入入務
条 成歳条歳債

出入出担
地 年歳歳歳負

算為
自 北予歳予行

方 度

法 道）予の）
治 海算出

流算款

号

月
十
三 金金入

日

国一繰預

１１１１

金

般

曜

会金

庫

日

入歳負

歳１
金金

担

出 負 め 第

項

出
歳

第、第
る ２利。

び １の 債及 第条 表率 条

２ 担還 の第 負償 項３ 務

法 にの 為方 定項 行の 規
起

よ、 り定

には よ規

」
るに

平域の項

第

成下総の

水額区条

度事、及規 年道は分の

海特入当に

北業歳び定

流会出区り

道別歳該よ

下予れご務

域計そ分債

道はれの負

水算ぞとを

の。

借事券る

の知債よ

計越

又め行

れ定発

入の

入

金金金子

入

助

繰利

補

金

金

算

担 予

こ
３る す

。第よ こ

位
単

債 で借 方 が

時 地 と

一 表

借 よ 地の に る金 」 き入
最

起の

のれ 。 債入 る 方

金担

債

事、

額す 業次

はる 特に

、行 別定

為 会め
予と１す 円 計る第を 千

るろ歳こ 定 算こ表る と
。 よ歳が る 。に入と め

るに

算る

。予き

る出で

還

均めし償

利定だ上

は
法要る

償方必す

等る、

又ににこ

還

水
下

域
流

千
円
）額

表

成為３

事平行第起
債

額

の高

下目

域
流の 度

年

諸表
２

３第

、、

的は

目

る期

よ、

に項

」事

歳 支

債

水 款
下

域
流公

１２
。

てで

知るじが

はよ応と

道

歳

道
６

のた繰き

事。

費

借事券る

総省の知債よ

的

水

省の入のの。

務そ

る地

す度 関
に限 業

事
道

の 方

債 項担
負起

務
債額

合

繰諸務

１２債

金出

出

流公

１１

費費

業
事

道

負

発

合

雑道

２１
債入

域

歳

に

財か又め行

、他れ定

務らはる

内
以
％

一
五

し償。

据内利定だ上る

期お等る、還

置に均め

期平平方
間い償方必す

成成法

らで
かま

度度利 年年債 為

計 出行
担

還

限償
率 間 業

事
道

債 出水 項

下

金費

還法要る

入債
計

金

費費

応と

含、又ににこ

をて
年知るじが

め半はよ
のた繰き

年賦事。てで

以元

位 度の 単
千方
円
）法 額

位
単

千
円
）

位
単

千
円
）額



馬

歳款
競

１

北 海

越収

繰諸

４５

道 公 報

款産 料
用

使財寄

１２３

収

び

附

及

号外第

１

第２第第

２ １

表 条 条歳一
入時
地 歳歳借

円 自 歳予金千 方 入出入
款定 法 予のと 治 出算）

算

号

平
入

成歳

平年歳

成度出
十北予
三海算
年道）
四

馬

合

歳競競
１２

入費

地

１１１２３４

金入

項

馬

金会
益般

寄繰預収一雑 手財

１１

料入金

数
手
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